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地
域
計
画(

地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計
画)

の
継
続
的
な
見
直
し
と
伴
走
型
支
援
を
！

地
域
計
画
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

担
い
手
の
離
農
や
新
規
就
農
、
法
人
参
入
な

ど
、
地
域
農
業
の
変
化
に
応
じ
て
継
続
的
に
見
直
す

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
現
在
、
計
画
や
目
標
地

図
を
ど
の
程
度
の
頻
度
で
更
新
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
市
、
農
業
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
土
地
改
良
区
な
ど
が
一
体
と
な
っ

た
伴
走
型
支
援
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

本
市
で
は
、
令
和
７
年
３
月
に
市
内
23
地
区

で
地
域
計
画
を
策
定
し
た
が
、
目
標
地
図
は

現
況
に
近
く
、
将
来
の
担
い
手
へ
の
集
約
が
明
確
と

は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
昨
年
度
の
更
新
も
、
担
い

手
の
変
更
や
農
用
地
区
域
の
除
外
に
伴
う
も
の
な
ど
、

事
務
的
な
変
更
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
な
ど
の
担
い
手
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で

真
剣
な
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
県
、
農
業
委

員
会
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
な
ど
と
連
携
し
、
現
場

に
入
り
込
ん
だ
伴
走
型
支
援
の
体
制
を
早
急
に
構
築

し
、
地
域
計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。
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感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
に
向
け

　
　
　
　
　
新
た
な
周
知
方
法
の
検
討
を
！

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
比
較
的
安
価
で
設
置

で
き
、
地
震
の
際
の
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
有
効
な
防
災
機
器
で
あ
る
が
、
認
知
度
不
足
・
情

報
不
足
が
課
題
で
あ
る
。
更
な
る
普
及
推
進
に
向
け
、

高
齢
化
率
・
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

通
電
火
災
の
危
険
性
に
対
す
る
認
知
度
向
上

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
（
仮
称
）

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
推
進
計
画
を
新
た
に
策
定
し
、

木
造
住
宅
密
集
地
域
や
津
波
浸
水
想
定
区
域
な
ど
の

出
火
・
延
焼
危
険
の
高
い
地
域
を
重
点
エ
リ
ア
と
し

て
啓
発
し
て
い
き
た
い
。
更
に
、
広
報
や
イ
ベ
ン
ト

で
の
周
知
に
加
え
、
希
望
す
る
自
治
会
に
は
、
対
面

で
の
説
明
な
ど
も
検
討
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
な

ど
が
よ
く
利
用
す
る
街
の
電
気
屋
と
連
携
し
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
や
補
助
金
に
対
す
る
声
掛
け
を

行
う
な
ど
の
新
た
な
周
知
方
法
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い
る
先
進
地
域
の
調

査
・
研
究
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
普
及
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

給
食
費
相
当
額
の
支
援
の
考
え
は
？

学
校
給
食
を
利
用
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に

は
公
費
に
よ
る
食
の
支
援
が
届
く
一
方
、
不

登
校
な
ど
に
よ
り
給
食
を
利
用
で
き
な
い
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
は
、
家
庭
が
昼
食
を
用
意
し
、
そ
の
費

用
を
負
担
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
家
庭
に
対
し
、

国
の
交
付
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、
学
校
給
食
費
相

当
額
を
給
付
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
登
校
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
・
生
徒
の
状
態
に
応
じ
た
登
校
を
促
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
給
食
時
間
だ
け
登
校
し
、
給
食

を
食
べ
て
帰
る
児
童
・
生
徒
も
い
る
。
ま
た
、
不
定

期
に
登
校
す
る
児
童
・
生
徒
も
多
数
い
る
こ
と
か
ら
、

い
つ
登
校
し
て
も
給
食
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
不
登
校
な
ど
を
理
由
と
し
た
補
助
も
検
討

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
児
童
・
生
徒
の

登
校
を
支
援
す
る
取
組
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
制
度

設
計
が
必
要
で
あ
り
、
既
に
不
登
校
児
童
な
ど
を
対

象
と
し
た
補
助
を
実
施
し
て
い
る
他
団
体
の
事
例
な

ど
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。
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